
◆
２
年
間
は
長
か
っ
た
で
す

か
？
短
か
っ
た
で
す
か
？

は
っ
き
り
言
っ
て
短
か
っ

た
で
す
ね
。
そ
の
分
、
充
実

し
て
い
た
の
か
な
あ
と
思
い

ま
す
。
座
学
、
実
技
実
習
共

に
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

◆
20
年
を
超
え
る
大
工
歴
、

仕
事
の
調
整
を
つ
け
て
の
入

学
は
相
当
な
覚
悟
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

経
験
以
上
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
く

思
い
ま
す
。
と
き
に
は
経
験

や
知
識
が
じ
ゃ
ま
を
し
ま
す

し
、
ゼ
ロ
か
ら
学
ぶ
気
持
ち

で
入
学
し
ま
し
た
。
一
週
間

分
の
仕
事
を
月
曜
日
か
ら
木

曜
日
ま
で
に
済
ま
せ
、
お
施

主
様
や
他
業
種
の
方
々

に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
心
掛
け
た
２
年

間
で
し
た
。
正
直
か

な
り
大
変
で
し
た
。

◆
仕
事
や
家
庭
と
の

両
立
は
ど
の
よ
う
に
。

家
族
の
支
え
が
あ

り
、
無
事
卒
業
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
家

庭
サ
ー
ビ
ス
が
な
か
な
か
で

き
ず
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち

で
す
。
帰
り
が
遅
く
な
る
と

き
も
、
妻
の
一
言
で
好
き
な

よ
う
に
や
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
た
だ
、
一
生
懸
命

何
か
に
取
り
組
ん
で
い
る
私

を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
も
部

活
動
や
勉
強
に
取
り
組
む
姿

勢
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
え

ま
す
。
意
外
な
相
乗
効
果
で

し
た
ね
。

◆
運
営
委
員
長
と
し
て
心
掛

け
て
い
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

23
期
は
ど
の
よ
う
な
ク
ラ
ス

で
し
た
か
？

年
配
者
の
私
が
口
を
出
し

過
ぎ
る
と
、
良
い
こ
と
は
無

い
と
思
い
、
で
き
る
だ
け
、

本
人
た
ち
の
意
思
に
任
せ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
要
所
で

は
各
々
が
意
識
し
て
行
動
し

て
い
た
の
で
、
あ
ま
り
出
番

は
無
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

年
齢
層
も
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た

の
で
、
そ
れ
も
良
か
っ
た
か

も
。

◆
印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来

事
、
授
業
は
何
で
す
か
。

や
っ
ぱ
り
実
習
棟
実
習
で

す
ね
。
各
班
に
分
か
れ
て
一

棟
を
組
み
上
げ
る
こ
と
は
と

て
も
大
変
で
し
た
。
各
班
の

取
り
合
い
部
分
は
皆
、
話
し

合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
て
、

今
で
も
そ
の
時
の
光
景
が
目

に
浮
か
び
ま
す
。
台
風
に
よ

る
カ
レ
ッ
ジ
祭
の
中
止
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
で

縮
小
開
催
し
た
卒
業
制
作
発

表
会
、
卒
業
（
修
了
）
式
の

中
止
と
そ
の
代
わ
り
の
修
了

証
書
授
与
式
も
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
で
す
。

◆
卒
業
制
作
「
屋
台
」
に
こ

め
た
思
い
と
は
？

伝
統
工
法
と
現
代
の
技
術

を
合
わ
せ
た
も
の
を
作
り
た

か
っ
た
。
誰
も
や
っ
た
こ
と

が
な
い
レ
ジ
ン
（
樹
脂
）
で

天
板
を
つ
く
る
と
こ
ろ
が
一

番
緊
張
し
ま
し
た
ね
。
あ
る

意
味
、
一
発
勝
負
で
し
た
の
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2020年4月入学の第25期生は16人です。
若手人材の確保を巡る業種間、企業間競争
の激化を反映し、募集活動は苦戦しました。
しかし、新入生は意欲の高い方ばかりです。
少人数であることを生かし、質の高い教育
に一層力を入れていきます。
入学式は4月8日（水）、翌日9日から江

東実習場で「集中授業」が始まります。第
26期生募集の活動は例年より早く行う予定。
授業見学を歓迎します。
最新情報はウェブサイト

でご確認ください。

第25期生は 16人

短かった２年間、何物にも代えがたい時間でした

素晴らしい仲間ができた！

３
月
28
日
、
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
の
全
２
年
間
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

修
了
し
、
第
23
期
生
22
人
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
期
は
、
入
学

当
初
か
ら
一
貫
し
て
ク
ラ
ス
に
ま
と
ま
り
感
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
リ
ハ
リ

を
利
か
せ
て
授
業
に
向
か
い
、
集
中
す
べ
き
時
に
は
一
致
団
結
す
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
個
性
的
な
リ
ー
ダ
ー
が
何
人
も
い
た
こ
と
が
良
い
効
果

を
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
入
学
式
の
日
に
ク
ラ
ス
運
営
委

員
長
を
引
き
受
け
、
全
体
の
ま
と
め
役
と
し
て
最
後
ま
で
自
覚
的
に
行
動

し
て
き
た
佐
藤
義
和
さ
ん
の
貢
献
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
第

23
期
生
代
表
と
し
て
佐
藤
さ
ん
に
２
年
間
の
カ
レ
ッ
ジ
生
活
を
振
り
返
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

技能照査実技試験の終了後、制作物「化粧
棒隅木」と一緒に（2020年1月19日）

第20回公開講座でクラス代表
スピーチ（2018年10月21日）

第23期生 クラス運営委員長

佐藤 義和さんに聞きました



で
、
屋
台
班
は
各
々
や

る
こ
と
を
決
め
て
い
て
、

担
当
分
野
が
終
わ
っ
た

ら
仲
間
を
助
け
る
と
い

う
ス
タ
イ
ル
で
し
た
ね
。

普
段
の
現
場
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
の
で
、
滞

り
な
く
で
き
て
本
当
に

良
か
っ
た
。
反
省
点
と

し
て
は
、
も
う
少
し
あ

あ
し
と
け
ば
良
か
っ
た

と
思
う
箇
所
が
あ
っ
た

こ
と
で
す
。

◆
カ
レ
ッ
ジ
の
良
い
と

こ
ろ
、
素
晴
ら
し
い
と

思
う
と
こ
ろ
は
？

一
言
で
い
う
と
、
仲

間
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

毎
週
末
、
２
年
間
、
一

緒
に
過
ご
せ
た
こ
と
は

何
物
に
も
代
え
が
た
い

時
間
で
し
た
。
今
後
も

付
き
合
う
こ
と
が
で
き

る
素
晴
ら
し
い
メ
ン
バ
ー

で
し
た
。

◆
カ
レ
ッ
ジ
の
悪
い
と

こ
ろ
、
こ
れ
か
ら
変
え

た
ほ
う
が
よ
い
と
思
う

こ
と
は
？

同
級
生
た
ち
、
研
修

生
た
ち
に
言
う
と
し
た

ら
、
「
短
期
大
学
校
」

で
あ
る
と
い
う
認
識
が

も
っ
と
必
要
で
す
ね
。

義
務
教
育
で
は
な
い
の

で
、
目
標
・
目
的
を
持
っ

て
入
学
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。
半
分
は

学
生
、
半
分
は
社
会
人

と
い
う
形
で
す
が
、
大

人
と
し
て
行
動
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

学
校
に
対
し
て
は
、

指
導
と
教
育
方
針
の
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。

先
生
と
学
生
（
研
修
生
）

の
関
係
が
よ
り
良
く
な

り
た
め
に
、
ク
ラ
ス
運

営
委
員
と
事
務
局
と
の

定
期
的
な
話
し
合
い
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
修
了
（
卒
業
）
後
の

当
面
の
目
標
は
何
で
す

か
？卒

業
後
は
建
築
士
の

資
格
を
取
り
た
い
で
す
。

こ
の
二
年
間
、
座
学
で

学
ん
だ
こ
と
を
形
に
し

よ
う
と
し
た
ら
、
必
然

的
に
こ
の
考
え
に
至
り

ま
し
た
。

◆
入
学
を
迷
っ
て
い
る

人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

が
大
事
で
す
。
勇
気
が

要
り
ま
す
ね
。
行
動
を

し
な
い
で
後
悔
す
る
よ

り
、
行
動
を
し
た
後
に
、

後
悔
し
た
ほ
う
が
い
い

で
す
よ
。
何
か
形
が
残

り
ま
す
か
ら
。

最
後
に
、
私
の
好
き

な
言
葉
を
紹
介
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

「
必
死
に
生
き
て
こ

そ
、
そ
の
生
涯
は
光
を

放
つ
」

織
田
信
長
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入
学
を
迷
っ
て
い
る
人
へ

ま
ず
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を

奈良研修では日本建築の真髄を学んだ。写真は、瀧川昭雄 「瀧川寺
社建築」会長の講義を受ける第23期生（2019年11月21日）

新型コロナウイルス感染予防のため修了式は中止しましたが、修了式会場を使い、修了証書と各賞の授与式を教務運営委員の先生
方と事務局・教務の参加で行いました。現場作業に従事しながらの学校生活はとてもハードであり、その分、他では得られない特
別な絆が築かれたようでした。第23期生22人の修了で本校の修了生の累計は519人となりました。 2020年3月28日、池袋校舎

※お知らせ：2020年

度の技能五輪全国

大会（建築大工）

に、23期生から、

関根 祥智さんと

横山 雄人さんが

出場することが決

定しました。

3月13日



2019年度 第12号 カレッジ通信 2020年（令和2年）4月1日

3

第
23
期
生

卒
業
制
作

紙
面
公
開
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、

３
月
８
日
（
日
）
の
発
表
会
は
非
公
開
で
し
た
。

東京建築カレッジの教育実践の特徴の１つが「卒業制
作」です。大学の建築学科の卒業設計は、ある意味、設
計事務所の実習的であり設計者の自己完結型。施工側の
作業、気持ちは体験できないことが多いと思われますが、
本校では、設計と施工の両方を、施工者の側に軸足を置
いて体験する場に卒制を位置付けています。
第23期生が卒業制作について口を揃えたのは、図面

の大切さ。プランナー、設計と施工をつなぐ共通言語が
図面であり、様々な職種の人が協働してものを創り上げ
る作業で核となるコミュニケーションツールだからです。
人を動かすには何が必要か、卒制を通じて、棟梁（と
うりょう）に必須なことを学んだ人もいたようです。
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3月13日（金）に開かれた、2019年度 第5回ミニ
公開講座「増え続ける空き家をどうする！豊島区にお
ける現状、調査報告～対策の難しさを率直に語る」
（広瀬達雄講師＝一級建築士）は13人が参加しました。
古民家リノベーションは、オーナーと設計・施工者、

利用者の三者が共にハッピーになる成功事例が脚光を
浴びがちですが、空き家の総数はとてつもなく多く、
利活用が困難な建物・部屋が多いこと、改修工事にお
けるアスベスト被曝の危険性、きちんと対応できない
と改正民法によって設計者・施工者へに悪影響が生じ
ることなど、対処がとても難しい問題であることを豊
島区の事例を通して学びました。広瀬先生は「厳しさ
を直視した上で、課題解決に専門家として向かってい
こう」とまとめました。

１
年
生
の
授
業
か
ら

3月28日、在籍の22人全員に修了証書を授与し
た後、技能照査合格者19人に合格証書が渡されま
した。その後、以下の特別賞の発表が行われました。

◎東京都職業能力開発協会会長賞〔グランプリ〕
メンデス・アルシラ・ホセ・マヌエルさん
技能照査実技試験１位、出席率94%
職業訓練生全国交流集会ミニ弁論大会最優秀賞

◎東京土建委員長賞
佐藤義和さん
技能照査実技試験4位、学科5位、総合3位
クラス運営への多大な貢献

◎皆勤賞 該当者なし

◎精勤賞 出席率95%以上
関根 祥智さん、上小園 光虹さん、横山 雄人さん、
秋元義裕さん、春田昌哉さん、飯島遥斗さん、
久保井優樹さん、西田安大さん

◎技能賞 該当者なし

◎技能奨励賞
関根祥智さん、西田安大さん、ホセマヌエルさん

◎功労賞
佐藤義和さん、北川健さん、日向邦弘さん

◎努力賞
上小園光虹さん、久保井優樹さん、髙橋晃さん、
春田昌哉さん、三宅啓太さん

◎卒業制作賞
最優秀賞 「反り橋」班
高橋晃さん、飯島遥斗さん、志村飛鳥さん、
関根祥智さん

優秀賞 「船頭小屋班」
池宮敏和さん、上小園光虹さん、久保井優樹さん

優秀賞 「屋台班」
佐藤義和さん、秋元義裕さん、佐々木篤さん、
三宅啓太さん、横山雄人さん

努力賞 「ゾム・ドーム班」
メンデス・アルシラ・ホセ・マヌエルさん

第23期生 特別賞一覧

豊島区の空き家の現状を学ぶ
2019年度 第5回 ミニ公開講座

毎
回
、
一
般
の
参
加
者
が
大
半
を
占
め
る

ミ
ニ
公
開
講
座
（
左
写
真
）
。
東
京
建
築
カ

レ
ッ
ジ
の
存
在
意
義
を
自
覚
し
、
社
会
的
役

割
を
実
感
す
る
場
に
な
っ
て
い
る
。

3月27日（金）24期生 進級試験（学科・実技）

進
級
試
験
（
実
技
）
の
様
子
。
図
面
の
読
み
方
、

サ
シ
ガ
ネ
の
使
い
方
、
墨
付
け
、
刻
み
。
学
ん
だ

こ
と
の
理
解
度
が
問
わ
れ
ま
す
。
３
月
27
日

１
年
次
の
授
業
全
体

の
理
解
度
は
学
科
・
実

技
の
双
方
で
実
施
す
る

進
級
試
験
で
問
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
で
課
題

を
完
成
で
き
る
か
、
及

第
点
に
達
す
る
か
、
先

生
方
か
ら
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
る
の
で
、
24
期

生
は
緊
張
し
て
臨
み
ま

し
た
。
追
試
の
若
干
名

を
含
め
て
、
全
員
の
進

級
が
決
定
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
卒
業
制
作

も
始
ま
り
ま
す
。


